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要約 

 投与経路の違いによる外挿、すなわち経口毒性試験データから吸入曝露の限

界値（limit value）を導くことができるか、フルフラール（furfural）を用い

F344 ラットにおける亜急性経口及び亜急性吸入毒性試験を実施した。1 群雌雄

各 5 匹のラットに投与量 6-192 mg/kg bw/日（6 群設定）で 28 日間強制経口投

与、または濃度20-1280 mg/m³（7群設定：6時間/日、5日間/週）あるいは160-1280 

mg/m³（4 群設定：3 時間/日、5 日間/週）で 4 週間吸入曝露した。コントロー

ル群は媒体（コーンオイル）投与または清浄空気の曝露とした。 

 フルフラールの最高用量における経口投与（初期で 192 mg/kg bw/日、その後

144 mg/kg 体重/日に低下、最後は 120 mg/kg 体重/日）で死亡（雄 1/6 例、雌

4/6 例）と雌の生存例における肝臓と腎臓の絶対および相対重量の増加が認めら

れた。6 時間/日吸入曝露において、640 mg/m³以上の高濃度群においては曝露

後 1-8 日内で死亡が認められた。6 時間/日吸入曝露の 320 mg/m³以下および 3

時間/日吸入曝露の 640 mg/m³の濃度群では重篤な臨床症状は認められなかった。

対照的に病理組織学的検査では、鼻部の変化が 6 時間/日吸入曝露の最低濃度で

ある 20 mg/m³群でも認められた。曝露濃度が高くなるほど、鼻部変化の頻度、

程度は増加し，部位は鼻の前部から後部へと広がり嗅上皮も含まれていた。 

 経口毒性試験の無毒性量（NOAEL）は 96 mg/kg bw/日と結論された。全身

的な吸入毒性の NOAEL もほぼ同濃度、すなわち 100%の吸収率と仮定すると

92 mg/kg bw/日（6 時間/日曝露の 320 mg/m³群または 3 時間/日曝露の 640 

mg/m³群に相当）であった。最低濃度の 20 mg/m³群（6 mg/kg bw/日相当）で

病理組織学的に鼻部の変化が認められたことは、フルフラールのような局所作

用を有する物質に対しては経口経路から吸入経路への外挿は有効ではない。 
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